
入
機
会
等
に
関
す
る
我
が
国
政
府
の
措
置
」
に
基
づ

く
特
例
措
置
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
経
済
摩
擦
解
消
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
施
設
の
特
徴
は
、
物
流
施
設
と
し
て
世
界
最
大
級

の
長
さ
六
百
三
十
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
百
十
三
メ
ー

ト
ル
、
五
階
建
て
延
床
面
積
約
三
十
万
九
千
六
百
平

方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
と
、
物
流
棟
の
両
側
に
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
を
配
し
、
四
十
五
フ
ィ
ー
ト
の
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
が
各
階
へ
直
接
乗
り
入
れ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
荷

役
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

　
ま
た
、
事
務
所
棟
は
八
階
建
て
で
、
延
床
面
積
一

万
二
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
七
十
一
区
画
あ
り
、

物
流
棟
区
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
結
し
、
在
庫
管
理

や
経
理
処
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
物
流

の
効
率
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
一
九
九
六
年
夏
に
は
竣
工
し
、
横
浜
港
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
威
容
を
誇
る
こ
と
と
な
る
。

　
大
黒
ふ
頭
は
、
こ
の
施
設
が
開
業
す
る
こ
と
で
既

に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
Ｃ
－
３
号
、
Ｃ
‐
４
号
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
含
め
、
首
都
圏
最
大
級
の
物
流

基
地
と
し
て
プ
ル
ス
イ
ン
ク
態
勢
に
入
る
こ
と
と
な

る
。

イ
大
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

　
次
に
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
つ
い
て
ふ

れ
た
い
。

　
現
在
横
浜
港
は
、
四
ヵ
所
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
備
え
た
南
本
牧
ふ
頭
の
建
設
を
推
進
し
て

お
り
、
南
本
牧
ふ
頭
の
Ｍ
Ｃ
１
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
供
用
が
最
短
で
も
一
九
九
七
年
と
な
っ
て
い
る
。

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
就
航
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
九
九
四
年

に
始
ま
り
、
以
降
順
次
デ
リ
バ
リ
ー
さ
れ
る
と
な
る

と
相
当
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
こ

の
間
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　
当
面
、
一
九
九
六
年
ま
で
の
整
備
内
容
は
、
一
九

九
四
年
十
一
月
に
大
黒
ふ
頭
Ｃ
‐
４
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
（
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
水
深
マ
イ
ナ
ス
一

四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
五
百
メ
ー
ト
ル
）
の
供
用
と
、

一
九
九
五
年
中
の
本
牧
ふ
頭
Ｂ
・
Ｃ
突
堤
間
の
埋
立

に
よ
る
公
共
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
規
模
化
が

あ
る
。
ま
た
、
本
牧
ふ
頭
Ｄ
－
４
号
、
Ｄ
‐
５
号
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
に
対
応
し

た
改
修
を
検
討
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
六
年
ま
で
に
公
社
・
公
共

を
含
め
大
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ニ
カ
所
を
オ
ー

プ
ン
し
、
既
存
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ニ
カ
所
を

大
型
化
す
る
。
一
九
九
七
年
以
降
は
、
南
本
牧
ふ
頭

の
大
水
深
大
規
模
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
（
延
長
三
百
五

十
メ
ー
ト
ル
、
水
深
マ
イ
ナ
ス
ー
五
メ
ー
ト
ル
）
四

パ
ー
ス
を
順
次
供
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

ウ
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
向
性

　
次
に
航
空
貨
物
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
。

　
一
九
八
九
年
四
月
二
十
一
日
新
港
ふ
頭
の
三
号
上

屋
で
ス
タ
ー
ト
し
た
横
浜
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
株
）
　
（
Ｙ
Ａ
Ｔ
）
は
、
当
時
の
米
澤
税
関
長
を
し

て
”
第
二
の
開
港
”
と
い
わ
し
め
た
よ
う
に
、
強
い

期
待
を
担
っ
て
テ
イ
ク
オ
フ
し
た
。

　
し
か
し
、
築
後
六
十
年
を
超
え
る
古
い
海
上
貨
物

用
の
上
屋
と
資
本
金
わ
ず
か
一
千
万
円
で
、
”
航
空

貨
物
”
と
い
う
派
手
さ
の
割
に
は
、
懐
具
合
は
苦
し

く
、
運
転
資
金
が
シ
ョ
ー
ト
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
一
九
九
二

年
の
段
階
で
、
資
本
金
は
五
億
六
千
万
円
と
な
り
、

う
ち
本
市
出
資
額
は
、
三
千
二
百
万
円
、
五
・
七
％

の
出
資
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
経
営
基
盤
強
化
の
根
幹
は
、
貨
物
量
を
増
や
す
こ

と
に
よ
る
収
入
確
保
を
図
る
こ
と
に
尽
き
る
た
め
、

港
湾
局
も
Ｙ
Ａ
Ｔ
と
共
に
荷
主
誘
致
に
奔
走
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
機
器
、
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ァ
ミ
コ

ン
、
家
電
、
自
動
車
等
の
大
手
荷
主
が
Ｙ
Ａ
Ｔ
を
利

用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
事
務
所
棟
を
併
設
し
た
航

空
貨
物
の
専
用
施
設
は
、
一
九
九
二
年
九
月
一
日
に

山
下
ふ
頭
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
こ
れ
を
境
に
貨
物

量
が
急
増
し
、
経
営
内
容
も
好
転
し
た
（
図
一
２
）
。

一
九
九
二
年
度
決
算
で
は
、
過
去
三
年
間
の
累
積
赤

字
を
一
挙
に
解
消
す
る
に
至
り
、
一
九
九
三
年
度
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
一
九
九
二
年
度
の
全
国
の
航
空
貨
物
量
は
、
輸
出

が
約
四
十
七
万
ト
ン
、
輸
入
が
約
六
十
六
万
ト
ン
で
、

こ
の
う
ち
県
内
の
貨
物
は
、
輸
出
約
五
・
三
万
ト
ン
、

輸
入
約
六
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
輸

出
貨
物
の
う
ち
五
四
％
程
度
が
Ｙ
Ａ
Ｔ
を
利
用
し
て

お
り
、
航
空
貨
物
の
伸
び
と
Ｙ
Ａ
Ｔ
の
シ
ェ
ア
が
拡

大
す
る
と
、
五
年
後
に
は
完
全
に
ス
ペ
ー
ス
不
足
と

な
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
九
八
年
の
貨
物
量
を
予
測

し
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
必
要
な
施
設
規
模
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
Ｙ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
施
設
展
開
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

③
－
二
十
四
時
間
オ
ー
プ
ン
と
日
曜
荷
役

　
船
会
社
か
ら
は
、
道
路
ア
ク
セ
ス
の
問
題
の
他
に
、

以
前
か
ら
コ
ン
テ
ナ
船
の
二
十
四
時
間
入
港
の
要
請

が
強
く
出
さ
れ
て
い
た
。
港
の
入
出
港
時
間
に
つ
い

て
は
、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
と
い
う
の
が
港
則
法

に
よ
る
規
定
で
あ
る
が
、
横
浜
港
の
場
合
’
、
出
港
時

間
に
つ
い
て
は
規
制
は
な
く
、
入
港
に
つ
い
て
、
本

牧
ふ
頭
が
制
限
が
あ
っ
た
。
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は
、

建
造
コ
ス
ト
が
高
く
（
五
〇
、
○
○
○
ト
ン
級
、
四

千
Ｔ
Ｅ
ｕ
積
で
約
百
億
円
／
隻
）
、
定
期
船
で
あ
る
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の
で
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
荷
主
の
信

頼
に
つ
な
が
り
、
集
貨
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
が
、

悪
天
候
や
エ
ン
ジ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
昼
の
入
港
予

定
が
真
夜
中
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
、
港

外
で
日
の
出
を
待
ち
入
港
す
る
の
と
、
夜
間
着
岸
し

荷
役
を
行
い
数
時
間
早
く
出
港
す
る
の
で
は
、
船
会

社
か
ら
す
れ
ば
運
航
コ
ス
ト
と
荷
主
の
信
頼
の
面
で

大
き
な
差
が
あ
る
。

　
日
本
の
主
要
港
が
一
九
八
九
年
四
月
か
ら
順
次
二

十
四
時
間
オ
ー
プ
ン
す
る
中
で
、
横
浜
港
も
、
一
九

九
一
年
二
月
一
日
よ
り
本
牧
ふ
頭
に
つ
い
て
は
二
十

四
時
間
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
黒
ふ
頭

は
、
湾
岸
道
路
等
の
海
上
工
事
の
関
係
も
あ
り
、
未

だ
に
二
十
四
時
ま
で
の
入
港
と
な
っ
て
お
り
、
早
期

に
二
十
四
時
間
オ
ー
プ
ン
へ
と
規
制
を
緩
和
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
目
下
の
船
会
社
の
関
心
事
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
日
曜
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。
東
京
、
横
浜
、
名

古
屋
、
大
阪
、
神
戸
等
の
主
要
港
は
、
現
在
、
日
曜

荷
役
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
一
九
九
一
年
五

月
九
日
に
締
結
さ
れ
た
港
運
労
使
の
協
定
で
、
週
休

二
日
制
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
使
用
者
側
が
様
々

な
理
由
で
実
施
で
き
な
い
た
め
、
組
合
側
に
日
曜
荷

役
の
申
し
入
れ
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

六
大
港
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
書
に
拘
束
さ
れ
る

た
め
、
日
曜
荷
役
は
で
き
な
い
が
、
コ
ン
テ
ナ
施
設

の
整
備
が
著
し
い
地
方
港
湾
の
清
水
・
日
立
・
千
葉

港
等
は
日
曜
荷
役
が
可
能
で
、
こ
れ
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
船
会
社
の
誘
致
を
図
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日
曜
荷
役
は
基
本
的
に
は
港
運
労
使
の

問
題
が
あ
り
、
従
来
か
ら
の
労
使
問
題
不
介
入
の
立

場
を
考
え
る
と
、
労
使
双
方
に
直
接
的
に
働
き
か
け

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
地
方
港
の
動
向

を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
問
題
は
横
浜
港
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
港
運
労
使
の

関
係
が
双
方
の
努
力
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
早
急
に
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
を

強
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
④
１
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動

　
　
港
の
利
用
者
は
、
商
社
、
メ
ー
カ
ー
等
の
荷
主
と

　
海
上
輸
送
を
行
う
船
会
社
で
あ
る
。
”
物
流
機
能
の

　
強
化
”
と
は
、
こ
の
両
者
に
対
し
て
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

　
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
港
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
何
を
求
め
、
ま
た
、
現
在
利

　
用
し
て
い
る
他
港
の
ど
こ
に
不
満
が
あ
る
か
を
知
る

　
こ
と
、
そ
し
て
横
浜
港
が
こ
れ
に
対
し
求
め
ら
れ
て

　
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
否
か
が
肝
要
で
あ

　
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
結
果
を
組

　
織
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
信

　
頼
関
係
を
築
く
う
え
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
　
ま
ず
、
荷
主
に
対
し
て
は
、
毎
年
横
浜
港
の
背
後

　
圏
を
県
単
位
に
分
け
、
二
人
一
組
で
工
場
を
訪
問
し
、

　
横
浜
港
の
優
位
性
を
説
明
・
Ｐ
Ｒ
す
る
。
説
明
の
際

　
必
ず
横
浜
港
の
不
満
も
聞
き
、
後
日
、
皆
で
持
ち
寄

　
り
問
題
点
を
整
理
す
る
。
一
般
的
に
荷
主
の
物
流
部

　
門
は
本
社
に
あ
り
、
輸
出
入
貨
物
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
東
京
に
行
く
場
合
が
多
い
が
、

　
工
場
へ
赴
く
こ
と
で
、
生
産
現
場
の
確
認
と
貨
物
の

　
流
動
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
探
る
意
味
が
あ
る
。

　
　
一
方
、
船
会
社
に
対
し
て
は
、
近
隣
港
と
の
入
出

港
の
コ
ス
ト
比
較
、
道
路
ア
ク
セ
ス
、
港
の
将
来
性

　
等
々
書
面
に
し
て
提
出
し
、
特
に
コ
ス
ト
面
で
の
優

　
位
性
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
横
浜
港
を
視
察
し
て
も

　
ら
い
、
港
湾
施
設
や
道
路
事
情
等
自
分
の
眼
で
確
か

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
１
総
合
港
湾
へ
の
模
索
①
・
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
ま
た
年
に
一
回
、
港
湾
局
で
は
海
外
に
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
に
出
か
け
る
。
こ
れ
は
日
常
活
動
の
総
決
算
と

し
て
外
国
の
船
会
社
の
ト
ッ
プ
と
横
浜
港
の
ト
ッ
プ

が
会
い
、
横
浜
港
の
セ
ー
ル
ス
と
情
報
の
収
集
、
交

換
、
さ
ら
に
は
ク
レ
ー
ム
を
聞
き
、
ト
ッ
プ
同
士
の

信
頼
関
係
を
築
く
非
常
に
大
事
な
も
の
で
あ
る
。

５

二
十
一
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ト

を
目
指
し
て

　
　
”
物
流
機
能
の
強
化
″
と
い
う
テ
ー
マ
に
絞
っ
て

言
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
国
際
ハ
ブ
ポ
ー
ト
（
拠
点
港
）

と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
尽
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
ア
ジ
ア
の
主
要
港
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、

高
雄
、
基
隆
、
釜
山
、
神
戸
、
横
浜
で
あ
り
、
仮
に

ア
ジ
ア
を
幾
つ
か
の
エ
リ
ア
に
分
け
国
際
ハ
ブ
ポ
ー

ト
の
背
後
圏
を
ロ
シ
ア
沿
岸
地
域
、
韓
国
、
中
国
華

北
地
方
と
い
う
エ
リ
ア
で
考
え
た
場
合
、
釜
山
、
神

戸
と
競
合
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
横
浜
港
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
特
徴
は
、
太

平
洋
航
路
に
お
け
る
ア
ジ
ア
極
東
地
域
か
ら
の
輸
出

船
に
と
っ
て
は
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト
（
最
終
港
）
で
、
輸

入
船
に
と
っ
て
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト
と
し
て
位
置

し
て
お
り
、
地
理
的
に
優
れ
た
立
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
北
米
向
け
の
輸
出
貨
物
は
途
中
港

の
釜
山
、
神
戸
で
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
貨
物
の
積
み
替

え
）
す
る
よ
り
横
浜
で
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
す
る
ほ
う
が
、

明
ら
か
に
時
間
的
に
節
約
で
き
る
。
逆
に
、
北
米
か

ら
の
輸
入
貨
物
は
横
浜
で
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
早
く
受
荷
主
の
も
と
に
貨
物
が
届
く
こ
と

に
な
る
。
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例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
こ
の
数
年
間
取
扱
量

が
二
〇
％
台
で
伸
び
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
七
〇
～

八
〇
％
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

地
理
的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
豪
州
、

中
近
東
方
面
に
近
く
、
か
つ
、
こ
の
地
域
に
大
型
コ

ン
テ
ナ
船
が
入
港
で
き
る
港
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
、
太
平
洋
航
路
の
ア
ジ
ア
、
極
東

地
域
向
け
の
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト
と
し
て
の
機
能
を
活
用

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
ア
ジ
ア
、
極
東
地
域
に
お
い
て
、
地
理
的
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
対
極
に
あ
る
の
が
横
浜
と
す
れ
ば
、
国

際
ハ
ブ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
戦
略
を
改
め
て
構
築
し
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
横
浜
港
で
積
ま
れ
、
ま
た
陸
揚
げ
さ
れ

る
貨
物
を
小
型
、
中
型
の
コ
ン
テ
ナ
船
、
ロ
ー
ル
オ

ン
ー
ロ
ー
ル
オ
フ
船
で
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
中
国
華
北

地
方
、
ま
た
国
内
で
は
日
立
、
常
陸
那
珂
、
苫
小
牧

等
の
地
方
港
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
か
け
る
の

で
あ
る
。

　
横
浜
港
を
起
・
終
点
と
し
た
フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ

ス
網
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
国
際
ハ
ブ
ポ
ー
ト
と
し

て
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
止
ま
ら
ず
、
国
内
的
に
は
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
物
流
体
系
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　
国
際
ハ
ブ
ポ
ー
ト
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

単
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

港
湾
関
係
費
用
が
安
く
、
ま
た
三
百
六
十
五
日
入
港
、

荷
役
で
き
る
運
営
体
制
も
必
要
で
あ
る
。

　
横
浜
港
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
開
港
以
来
、
常
に
そ
の
時

代
、
時
代
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
今
日
に
至
っ
た
わ

け
で
、
方
向
性
を
見
極
め
国
の
関
係
機
関
、
船
会
社
、

港
運
等
の
業
界
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け

ば
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
国
際
ハ
ブ
ポ
ー
ト
と
し
て

成
長
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

６
-
お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
横
浜
港
を
物
流
機
能
の
強
化
の
視
点
で

述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
国
民
生
活
と
の
関
連
で
多

少
触
れ
て
み
た
い
。

　
日
本
国
民
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
食
料
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
衣
料
関
連
の
輸
入
比
率
は
小
麦

八
八
・
七
％
、
大
豆
九
六
・
二
％
、
原
油
九
九
・
六

％
、
液
化
石
油
ガ
ス
七
六
・
四
％
、
綿
花
及
び
羊
毛

一
〇
〇
％
と
ほ
と
ん
ど
海
外
に
依
存
し
て
お
り
、
港

で
揚
げ
ら
れ
、
保
管
さ
れ
、
配
送
さ
れ
て
い
る
。
横

浜
港
も
こ
れ
ら
の
輸
入
施
設
が
整
っ
て
お
り
、
応
分

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
か
ら
約
十

年
振
り
に
米
の
緊
急
輸
入
も
し
て
い
る
。

　
横
浜
港
は
国
民
が
安
心
し
て
生
活
し
て
行
く
う
え

で
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
し
て
ほ
し
い
。
あ
え
て
市
民
と
言
わ
な
か
っ
た

の
は
、
横
浜
市
と
い
う
一
自
治
体
を
越
え
た
ス
ケ
ー

ル
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
「
横
浜
港
経

済
調
査
」
の
中
で
、
市
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
る
活
動

と
し
て
”
港
の
風
景
を
眺
め
る
”
が
ト
ッ
プ
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
横
浜
港
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
、
広

大
な
背
後
圏
を
も
ち
日
本
経
済
の
一
翼
を
担
う
が
ゆ

え
に
、
横
浜
市
民
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
り
、
市
内
の

小
、
中
、
高
、
大
学
の
校
歌
や
横
浜
市
歌
に
謳
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
横
浜
市
は
港
湾
管
理
者
と
し
て
、
財
政
面
で
相
当

の
負
担
を
負
っ
て
い
る
が
、
反
面
、
港
湾
関
連
企
業

に
よ
る
税
収
、
雇
用
等
の
経
済
効
果
と
、
市
民
の

　
”
心
の
故
郷
”
と
し
て
の
社
会
的
効
果
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
戦
後
、
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
日
本
経
済
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
と
共
に
成
長
し
、
日
本
経
済
を
写
す
鑑
と

し
て
存
在
し
つ
づ
け
る
横
浜
港
は
、
市
民
に
と
っ
て

世
界
に
誇
れ
る
大
き
な
資
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
Λ
港
湾
局
港
営
部
次
長
港
営
課
長
Ｖ
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